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１．概 要 

企 業 ・ 団 体 名 株式会社 中田組 

所 在 地 北海道稚内市港２丁目８番 30号 

代 表 者 役 職 ・ 氏 名 代表取締役社長 中田 伸也 

ウ ェ ブ サ イ ト Ｕ Ｒ Ｌ https://www.nakata-fm.co.jp 

 

２．会社の事業の概要 

弊社は明治 30 年に利尻で創業し、昭和 44 年に本社を稚内へ移転することで事業拡大を図り、今日ま

で、宗谷と離島の港湾の整備を担ってきた総合建設業者であります。船舶は 19 隻、重機は 30 台保有し

ており、これまでに多くの海上土木工事、浚渫工事などの港湾事業を請負ってきました。 

近年においては、2020年度の稚内港岩盤浚渫工事において、i-Constructionの一貫として ICT技術を

活用した浚渫を実施し、マルチビーム測量、３次元データ解析・数量計算、ICT浚渫、３次元出来形測量、

納品までの一連の工程において、施工状況を可視化し「見える化」した実績は大きいと思っており、今後

もいろいろな工事のなかで ICT・DX へ取組み、人手不足への対応、作業の省力化・自動化を推進するこ

とで SDGｓを視野に入れた持続可能な社会の創出へ取り組んで行きます。 

 

 

３側面 SDGs達成に向けた重点的な取組 2030年に向けた指標 

✓環境 

☐社会 

✓経済 

建設工事において排出される温室効果ガス

排出量を削減する 

各工事現場で排出される温室効果ガス排出量 

【現状】100％ 

【目標】10％削減 

✓環境 

✓社会 

☐経済 

植栽による地域貢献とみなとの花いっぱい

環境整備 

利尻沿道と港の工事現場を花いっぱいにする 

【現状】2,000株植栽 

【目標】2,500株植栽 

☐環境 

✓社会 

✓経済 

事業継続計画（ＢＣＰ）の推進 

稚内・利尻合同実地訓練の実施 

【現状】0回 

【目標】1回/年（各年実施内容の充実を図る） 

 


